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（1）2017年５月１０日   地区労しんぶん                           第９２号

第
６４

回
南
山
城
統
一
メ
ー

デ
ー
が
５
月
１
日
、
太
陽
が

丘
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
で
開

催
さ
れ
、
３６

団
体
・
約
６００

人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

「
働
く
者
の
団
結
で
生
活
と

権
利
、
平
和
と
民
主
主
義
を

守
ろ
う
」
を
メ
ー
ン
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
真
の
労
働
条
件
改

善
の
実
現
に
向
け
、
団
結
を

誓
い
あ
い
ま
し
た
。

主
催
者
代
表
し
て
本
庄
豊

実
行
委
員
長
（
地
区
労
議

長
）
は
、
暴
走
す
る
安
倍
政

権
が
狙
う
戦
争
へ
の
道
に
触

れ
、
た
だ
一
人
治
安
維
持
法

に
反
対
し
た
南
山
城
出
身
の

山
本
宣
治
を
紹
介
し
、
「
共

謀
罪
法
案
の
成
立
を
阻
止

し
ょ
う
」
と
決
意
を
込
め
た

挨
拶
を
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
京
都
６
区
政

策
委
員
長
・
上
条
亮
一
さ
ん

の
挨
拶
に
引
き
続
い
て
、
４

団
体
か
ら
の
決
意
表
明
が
あ

り
、
労
働
条
件
改
善
な
ど
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
訴
え

が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

最
後
に
、
メ
ー
デ
ー
宣
言

（
案
）
が

採

択

さ

れ

ま

し

た
。集

会
終
了
後
、
参
加
者
は

横
断
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲

げ
て
、
園
内
か
ら
市
役
所
前

を
通
り
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
ま
で
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

メ
ー
デ
ー
ご
参
加
の
み
な

さ
ん
ご
苦
労
様
で
し
た
。

【宇治市職労 森友学園と昭恵夫人】

【京建労宇治支部 空き缶2000個
あカン！でオスプレー】



１７

春
闘
の
行
動
と
し

て
、
３

月

２３

日

（
木
）
午
後
２
時
か

ら
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
懇
談
を
し
ま
し

た
。地

区
労
か
ら
北
村

事
務
局
長
、
宇
野
顧

問
、
宇
治
市
職
か
ら

福
田
書
記
次
長
が
参

加
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
か
ら
は
谷
口
所

長
、
杉
村
次
長
に
対

応
し
て
頂
き
ま
し

た
。懇

談
は
、
管
内
に

於
け
る
雇
用
関
係
の

状
況
な
ど
に
つ
い
て

懇
談
し
ま
し
た
。

【ぼくも平和がだいすきだよ～】

施
行
七
〇
周
年
を
迎
え

た
憲
法
記
念
日
の
五
月
三

日
、
晴

れ

渡

っ

た
空

の

下
、
地
区
労
も
参
加
し
て

い
る
宇
治
九
条
の
会
が
主

催
す
る
「
憲
法
九
条
を
守

ろ
う
；
・
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
・
ア
ピ
ー
ル
宇
治
」
は

宇
治
橋
周
辺
で
九
条
を
守

ろ
う
！
、
共
謀
罪
の
創
設

反
対
の
ア
ピ
ー
ル
宣
伝
行

動
が
お
こ
な
わ
れ
、
行
楽

客
が
賑
わ
う
中
で
、
八
〇

名
を
超
え
る
人
た
ち
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
「
戦
争

法
廃
止
」
の
横
断
幕
を
は

じ
め
と
し
て
「
共
謀
罪
Ｎ

Ｏ 

」
な
ど
の
プ
ラ
カ
ー
ド

で
通
行
人
の
足
を
と
め
、

注
目
を
さ
せ
ま
し
た
。

宇
治
橋
周
辺
で
ア
ピ
ー
ル
行
動

（2）2017年5月10日        地区労しんぶん  共同の力で大幅賃上げの春              第92号

四
月
一
三
日
、
午
後
六

時
か
ら
「
第
一
七
回
原
発

を
な
く
そ
う
宇
治
ウ
ォ
ー

ク
」
が
宇
治
市
役
所
前
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
・
福
島

原
発
事
故
か
ら
六
年
を
迎

え
ま
し
た
。

福
島
原
発
事
故
は
多
く

の
人
々
の
健
康
と
生
活

を
、
故
郷
を
奪
い
、
さ
ら

に
６
年
と
い
う
歳
月
は
、

避
難
の
権
利
も
踏
み
に

じ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で

福

島

原

発

事

故

後
、
国

民
・
住
民
の
大
多
数
が
脱

原
発
を
望
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
安
倍

政
権
は
補
償
を
打
ち
切
ろ

う

し

て

い

ま

す
。
そ

し

て
、
事
故
が
収
束
し
て
い

な
い
の
に
原
発
再
稼
働
に

向
け
て
暴
走
し
、
関
西
電

力
は
高
浜
原
発
四
号
機

（
福
井
県
高
浜
町
）
の
核

燃
料
を
入
れ
る
作
業
を
始

め
、
五
月
中
旬
に
再
稼
働

さ
せ
る
予
定
で
す
。

住
民
の
命
や
安
全
よ

り
、
大
企
業
の
利
益
を
優

先
す
る
安
倍
政
権
に
、
国

民
の
「
原
発
Ｎ
Ｏ
！
」
の

声
は
お
さ
ま
り
ま
せ
ん
。 

 


